
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三重県障害者自立支援協議会開催結果報告について 

資料２ 



 



平成２９年度 第２回三重県障害者自立支援協議会事項書 
    日時：平成 30年 2月 16日(金)13:30～16:30 

場所：三重県身体障害者総合福祉センター 大研修室 

 

１ あいさつ 

  

 

 

２ 報告 

 

（１）地域移行課題検討部会の取組状況について【資料１】 

 

 

 

（２）医療的ケア課題検討部会の取組状況について【資料２】 

 

 

 

（３）人材育成検討部会の取組状況について【資料３】 

 

 

 

（４）個別課題別会議の取組状況について【資料４】 

   （精神障がい者地域移行・地域定着推進連絡会） 

 

 

 

３ 議題 

 

（１）みえ障がい者共生社会づくりプランの改訂について【資料５】 

 

 

 

４ 事務局連絡事項【資料６】 

  

  

  

 

５ 閉会のあいさつ 









資料１ 

 

 

報告 

地域移行課題検討部会の取組状況について 

 

 

 

 

 

 

 



資料１－１ 
 

三重県障害者自立支援協議会への報告（地域移行課題検討部会） 

 

                        平成３０年２月１６日 

 

１ 開催状況 

 第１回 平成２９年５月３０日（火）１３：３０～１６：３０ 

   場所：三重県勤労者福祉会館第３教室 出席状況：委員５名出席 

  第２回 平成２９年９月１５日（金）１０：００～１２：００ 

   場所：三重県合同ビルＧ１０１会議室 出席状況：委員６名出席 

  第３回 平成２９年１２月４日（月）１３：３０～１５：００ 

   場所：三重県合同ビルＧ１０１会議室 出席状況：委員３名出席 

  第４回 平成３０年１月２６日（金）１３：３０～１５：３０ 

   場所：三重県吉田山会館第１０１会議室 出席状況：委員４名出席 

 

２ 委員構成 

・特定非営利活動法人ピアサポートみえ 杉田 宏 氏 

・社会福祉法人維雅幸育会ふっくりあモォンマール 奥西 利江 氏 

・社会福祉法人三重済美学院 済美寮 黒田 伸 氏 

・有限会社 With A Will 市川 知律 氏 

・鈴鹿医療科学大学 貴島 日出見 氏 

・社会福祉法人愛恵会 相談支援事業所こだま 島 優子 氏 

 

３ 検討経緯 

  本部会では、昨年度、障害者支援施設等の入所者のサービス等利用計画を

作成するにあたり、地域生活への移行に係る本人の意思、希望の聴き取り、

支援の方向性を定めていくための補助シートとして、地域移行アセスメント

シート（案）を作成しました。 

今年度は、アセスメントシート（案）について、サービス等利用計画を作成

している相談支援専門員に協力いただき、障害者支援施設の入所者等を対象に

モデル使用を実施するとともに、モデル使用においていただいた意見等を踏ま

え、アセスメントシート（案）に必要な修正を加えて成案とし、記入例及び説

明書を作成しました。 

※モデル使用 

日時 ：平成２９年６月～８月 モデル使用者：相談支援専門員１６名 

対象者：障害者支援施設入所者１９名、グループホーム利用者４名 計２３名 

 



   

 

４ 地域移行アセスメントシート（案）にかかる部会意見 

（１）地域移行アセスメントシート（案）の作成趣旨について 

障害者の権利に関する条約の第１９条において、居住の自由が定められ、障

害者支援施設等の施設入所者においても、本人の意思に基づく支援の方向、具

体的には望む場合はできるかぎり地域生活の実現に向けた支援を行うことが

求められています。 

また、障害福祉サービスの利用にあたっては、サービス等利用計画を作成し

なければならず、そのサービス等利用計画は本人の意思を尊重して作られるも

のとされており、障害者支援施設等への入所支援についても例外ではありませ

ん。 

したがって、障害者支援施設等の入所者が入所サービスを受けるにあたって

も、本人の意思、希望を実現するための支援の方向性を基にしたサービス等利

用計画を作る必要があり、その際には、どこにどのように住みたいのかという

ことやその生活の実現のための支援を記載していくことになります。 

これらのことを踏まえ、本人の意思、希望の聴き取り、その実現のための支

援の方向性を定めていくための補助シートとして、地域移行アセスメントシー

ト（案）を作成したものです。 

（参考） 

障害者の権利に関する条約 第 19 条（a） 
「障害のある人が、他の者との平等を基礎として、居住地及びどこで誰と生活する
かを選択する機会を有すること、並びに特定の生活様式で生活するよう義務づけ
られないこと。」 

 

（２）地域移行アセスメントシート（案）の普及推進について 

今後、地域移行アセスメントシート（案）について、現任の相談支援専門員

等を対象にした研修の機会を通じて、シートを活用した研修を実施し、関係者

に対する普及の推進に努めるよう、県当局に答申すべきと考えます。 

 

５ 本会への提案 

本部会において作成した、地域移行アセスメントシート（案）、記入例及び

説明書、並びに今後の普及推進について、ご意見をいただきたい。 

 





















記入例の概要 

（※事例は架空の方を想定して作成しています。） 

 

 知的障がいのある女性（52歳）。療育手帳は B1、障害支援区分は区分 3、平成Ｘ年か

ら▼▼法人の運営する障害者支援施設「△△園」に入所中。性格は穏やかで人の世話を

焼くことが好きだが、ストレスに弱く不安なことがあると、手が震えたり独語が多くな

りパニック状態になる。パニック時には、おとなしく皆から好かれるタイプの人に対し

て攻撃的になり、時に手が出ることもある。日常生活はほぼ自立し、身の回りの世話は

助言があれば何とか自分でできる。手先は器用で細かな作業にも集中できる。コミュニ

ケーションにも特に問題はない。障害基礎年金 2級を受給しているが、無計画に購入す

るため、金銭管理の支援が必要である。 

  

父の実家のある〇〇県〇〇市に生まれ、10 ヶ月検診で発達の遅れを指摘され、発達

支援センターに一時期通所したが、母の「効果が無い、遅れは感じていない」との意見

から利用は短期間で中止となった。 

 小学校入学前の発達検査では「生活年齢 2歳 2ヶ月」と診断されたが、小学校に特別

支援学級がなく、国語、算数は取り出し授業を受けた。父の死亡により母の実家がある

三重県〇〇市に転居、同市の□□小学校に転校し、そこでは特別支援学級に在籍した。

中学校も特別支援学級に進学したが、同級生からのいじめにより不登校の時期もあった。 

 中学校卒業後、自宅から▼▼法人の A作業所への通所を開始し、はじめは休むことな

く他の利用者との関係も良かったが、2ヶ月過ぎた頃から徐々に周囲の動きに対し苛立

ちを見せるようになり、座って作業をしていた利用者の後頭部を殴り怪我をさせた。作

業所からの報告を受け、母がそれを注意したところ、興奮状態となり母や祖母に暴力を

振るったため自宅での生活が困難となり、▼▼法人のグループホームに入居することと

なった。 

 入居当初から他者への暴言、暴力行為があり、夜尿や髪の毛を抜く、全身を引っ掻く

等の自傷行為があった。また、面会に来た母にも暴力を振るい、グループホームの支援

員と市の担当者が同行し、〇〇病院精神科を受診したところ、統合失調症と診断され、

自傷他害の恐れがあるとして即日入院となった。 

 5ヶ月後、退院となったが、母や祖母からは「自宅で一緒に生活することは無理」と

のことで、現在の△△園に緊急一時の短期入所を経てそのまま入所支援に変更となった。 

  

母は月 2回程度施設に来訪するが、本人との関係は改善せず、本人のストレス源とな

っている。母は自分も高齢になってきたのでこれからも△△園での生活を続けてほしい

との意向である。兄は他県に在住し、妹は施設の近くにおり本人が好きなアイドル雑誌

を毎月送ってくれ、施設のイベント時に年 2回ほど来訪する。本人は姪や甥の来訪を特

に喜び、施設内を紹介して回る。△△園を退所してアパートで一人暮らしをしている友

人がおり、本人もアパートに住んで好きなアイドルのコンサートに行ったり、友達と一

緒に遊びたいとの希望を持っている。 
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報告 

医療的ケア課題検討部会の取組状況について 

 

 

 

 

 

 

 



三重県障害者自立支援協議会への報告（医療的ケア課題検討部会） 

平成３０年２月１６日 

 

１ 開催状況 

第１回  

日時：平成２９年９月７日（木）  １３：３０～１５：３０ 

場所：三重県勤労者福祉会館・三重県職員研修センター第２教室 

委員出席状況：１名欠席 

第２回 

日時：平成３０年１月２９日（月） １０：００～１２：００ 

場所：三重県勤労者福祉会館・三重県職員研修センター第２教室 

委員出席状況：１名欠席 

 

２ 委員構成 

・当事者家族 奥田恵美 氏  

・市立四日市病院 医療ソーシャルワーカー 岡香織 氏 

・独立行政法人国立病院機構三重病院 医療ソーシャルワーカー 髙村純子 氏 

・三重大学医学部附属病院小児トータルケアセンター センター長 岩本彰太郎 氏 

・特定非営利活動法人自立生活センターCIL・ARCH 代表 畠中忠 氏 

・社会福祉法人聖マッテヤ会 理事・施設長 池田修一 氏 

・四日市市 健康福祉部健康づくり課 保健師 杉浦真衣 氏 

・訪問看護ステーション福寿草 管理者 伊藤朋子 氏 

・三重県立特別支援学校北勢きらら学園 教諭 米本俊哉 氏 

 

３ 検討内容 

  下記のとおり協議を行った。 

＜第１回＞ 

（１）医療的ケアを必要とする障がい児・者の支援拠点構築事業について 

   ・人数について（医療的ケア児者、重症心身障がい児者、遷延性意識障がい者） 

   ・平成２８年度の事業概要及び事業実施後の状況について 

   ・平成２９年度の事業概要について 

   ・医療的ケア児・者の地域連携体制の状況について 

（２）平成２８年度支援拠点構築事業での資源調査結果について 

【委員意見抜粋】 

   ・支援拠点構築にあたり、市町行政をいかに巻き込んでいくかが課題。 



   ・医療的ケアに特化した相談支援専門員のスキルアップ研修のような人材育成に取り

組む必要性がある。 

 

＜第２回＞ 

 （１）平成２９年度医療的ケアを必要とする障がい児・者の支援拠点構築事業の状況につい

て（受託者による中間報告） 

 （２）医療的ケア児・者の地域連携体制の状況について（別紙参照） 

 （３）平成３０年度当初予算要求状況について 

【委員意見抜粋】 

   ・支援拠点構築事業で調査している当事者（需要）と事業所（供給）へのアンケート調

査を精査し、今後の施策に活かして欲しい。 

   ・医療と福祉の垣根を下げるために、相談支援専門員への継続的な研修が必要。 

   ・医療保険制度による検査入院と障がい福祉制度による医療型短期入所の報酬単価に差

があることが課題。 

 

４ 今後の検討予定 

   来年度についても、引き続き２回程度開催し、医療的ケアを必要とする障がい児・者の

支援拠点構築事業の成果等を踏まえた議論を行う。 

   委員については、県内４つの地域連携ネットワークから１名ずつ委員に参加していただ

く（今年度の委員に新たに２名を加える）方向で調整予定である。 

 

以上 
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報告 

人材育成検討部会の取組状況について 

 

 

 

 

 

 

 



 

人材育成検討部会 
 

【人材育成ビジョン策定の経緯と現状】 

・三重県では、平成 18年度から現在に至るまで県主催の研修は直営で実施しています。 

・当初は、県内の特定の民間事業所の方々に国指導者研修に行っていただき、そのまま伝

達研修という形で研修を実施していましたが、平成 21年頃から県の実情に合わせて研修を

行うよう国の指導者研修の形が変わってきました。 

・また、研修内容を国研修に行った講師まかせにすると質の担保などの課題があり、研修

の中身を協議して進めていく必要性が出てきました。 

・その中で、三重県の特別アドバイザーになっていただいていた山梨学院大学竹端先生か

ら、目先の事ではなく、中・長期的な人材育成を考えていくための人材育成部会の設置に

関して助言をいただき、平成 21 年度に研修企画運営検討委員会準備会を立ち上げ、平成

22年度には研修企画運営検討委員会を作り、その後徐々に発展させていきました。 

・また、人材育成の中心的な理念として「本人中心」を掲げるにあたり、研修の企画立案

にも障がい当事者の方々に参画をいただくべきではないかということになり、平成 22年度

から複数の障がい当事者の方々をオブザーバーとして招き、現在では研修委員として活動

していただいています。 

・その後、実施すべき研修の増加や計画相談の拡大に伴い、三重県として分野、職種を問

わず貫いた理念を確立し、核となるスーパーバイザーのような地域で活躍できる人材を育

て、地域に浸透させていくことが必要になってきました。また、各地域でも同じように人

材育成をしていくなかで、方向性がバラバラにならないよう地域の中で指針になる、県と

して理念を持つことも必要でした。それらを目指してくために、平成 26年度、人材育成検

討委員会において「人材育成ビジョン資料１，２」を策定し、第 4 期障害福祉計画（みえ

障がい者共生社会づくりプラン）において県の重点施策として盛り込むことになりました。 

・平成 27年度には人材育成検討委員会を県自立支援協議会の部会として正式に位置づける

とともに、三重県の障害福祉従事者の人材育成ビジョンについて、部会の中で障害福祉計

画の進捗管理とあわせて PDCAサイクルにより、定期的に見なおしをしていくことになって

います。 

 

【人材育成ビジョンに掲げた目標及び指標の進捗（平成２７～２９年度）】 

 
平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 

人材育成検討部会参加ﾒﾝﾊﾞｰ 

（人） 
５９（５６） ６４（６２） ４６（６８） 

県ﾌｧｼﾘﾃｰﾀｰ研修修了者数 

（人） 
４６（４０） ５７（５５） １６（６８） 

当事者支援ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの実施回数      

（回/年） 
１１（８） １２（１０） １２（１２） 

※（ ）はビジョンに掲げた目標値 



 

 

【Ｈ２９年度の取組状況及び、今後の予定について】 

・平成 30 年 1 月現在、46 名が研修ファシリテーター（兼人材育成検討部会の研修企画 WG

委員）として活動しており、障がい当事者の方々も交え、官民共同で、相談支援従事者研

修やサービス管理責任者等研修などの研修を企画運営しています。  

→Ｈ２９年度の研修開催実績…資料３ 

 

・平成 31年度にサービス管理責任者及び相談支援従事者の研修プログラム変更が予定され

ているところですが、国の動向を踏まえながら、今後研修体系の見直しが円滑に進められ

るよう、運営委員会やそれぞれのＷＧメンバーと協議を進めています。 

 

・また、研修プログラムの改定等により、研修日程の増加や受講希望者の増加に対応して

いくために、他の都道府県の実施状況なども参考にしながら、当県の研修実施方法につい

ても思案を重ねていきます。 

 

 





三重県障がい福祉従事者
人材育成ビジョン
（平成28年3月版）
三重県自立支援協議会

人材育成検討部会

1
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１．はじめに
・平成18年の障害者自立支援法施行後、指定相談支
援事業所における相談支援専門員の位置付けが制度化
され、また、障害福祉サービス事業所等ではサービス
管理責任者の配置が義務付けられました。これに伴い、
相談支援専門員及びサービス管理責任者の育成を都道
府県が担うことになり、三重県においても、ケアマネ
ジメント手法による障害者支援技術を獲得するための
研修を行うことになりました。

・三重県では、より効果的な人材育成を行うため、官
民協働で研修の企画運営を行うために平成22年度に
「研修企画運営検討委員会」を立ち上げました。

3

１．はじめに
・また、この「研修企画運営検討委員会」が元になっ
て、平成24年度にはより長期的な視点で人材育成に
ついて協議するために、三重県障害者自立支援協議会
の組織として、「人材育成検討委員会（⇒現・人材育
成検討部会）」を設置しました。

・「人材育成検討部会」において、長期的な視点で計
画的に人材育成を行うにあたっては、研修で伝えるべ
きポイントや、研修体系を整理した「人材育成ビジョ
ン」が必要であるとの意見がまとまり、この度、「三
重県障がい福祉従事者人材育成ビジョン」を策定する
ことになりました。

4



• この「三重県障がい福祉従事者人材育成
ビジョン」は、三重県の障がい福祉従事
者（※）に求められる資質を明らかにし
たうえで、その資質を備えた人材を育成
するための研修体系を整理したものです。

• このビジョンは、三重県自立支援協議会
人材育成検討部会において、評価検討を
行い、定期的にバージョンアップしてい
く予定です。

※ここでいう障がい福祉従事者とは、相談支援専門員やサービス管理責任者をはじ
めとする障がい福祉関係事業に携わっている支援者等を指しています。

5

２．障がい福祉従事者に必
要な資質とは

•三重県では、以下に掲げる資
質を備えた人材を養成してい
きます。

6





★価値観・・・対人援助やｺﾐｭﾆﾃｨｰｿｰｼｬﾙﾜｰｸ
に関わる専門職としての姿
勢、価値観、倫理観

・本人中心・・・人生の主人公として、本人自身が
自己決定できるよう支援すること

・人権・・・ｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰとしての責務

・専門職倫理・・・障がい福祉従事者としての

倫理

⇒初任者研修から丁寧に押さえる重要な視点

◎「価値観」に必要な３つの要素

9

＜「本人中心」を考えるうえで重要な視点＞

本人が、自分の人生を自己決定できるように・・・

↓

①エンパワメント

・・・一般状況と比べてパワレス状況にある人が、本
人の意向にそって、支援者とともに能力の向上・社会
環境の改善・個人と社会環境との調整という方法によ
り、そのパワレス状況を改善していく過程。

②ストレングス

・・・その人が、元来持っている「強さ・力」に着目
して、それを引き出し、活用していくこと。

10



＜「本人中心」を考えるうえで重要な視点＞

本人が、自分の人生を自己決定できるよう
に・・・

↓

③意思決定支援（仮）

・・・すべての人に意思能力があるという前提の
もと、周囲の人が本人の年齢にふさわしい情報や
意思形成の場面を提供しながら、本人自身が意思
を表明し、実行できるよう支援すること。

11

＜「人権」を考えるうえで必要な視点＞

障がい福祉従事者はソーシャルワーカーとして、障害
のある人たちの権利を守っていく責務があります。

↓

• インクルージョン・・・全ての人々を孤独や孤立、
排除や摩擦から援護し、健康で文化的な生活の実現
につなげるよう、社会の構成員として包み支え合う
こと

• ノーマライゼーション・・・障がい者を特別視する
のではなく、 一般社会の中で普通の生活が送れる
ような条件を整えるべきであり、共に生きること

12





３．人材育成システムについ
て

• 三重県では、求められる資質を高め
られるような人材育成システム（＝
研修体系）を、「みんなで」作りあ
げていきます。

15

（１）経験年数に応じた段階的
な人材育成システム

• 障がい福祉従事者に求められる資質
を「段階的に」高められる人材育成
システムを整えていきます。

16





19

県全体で実施する法定の研
修と、任意研修や地域の取
り組みを連動させることで
初めて効果的な人材育成が
可能になると考えられます。

• 今後、経験年数を積み重ねた現
任者の中から地域で人材育成を
担える人材（＝地域ﾘｰﾀﾞｰ）を
養成していきます。それらの人
材がﾌｧｼﾘﾃｰﾀｰとして、各地域の
支援体制を充実、強化できるよ
うにしていきます。

（３）地域における人材育成の
充実

20







◎今後の人材育成（H27～H29）

• （平成26年度）人材育成ﾋﾞｼﾞｮﾝの策定

• 平成27年度
各地域の協議会から三重県人材育成検討部会委員候補の推薦
→県主催研修の企画、運営に参画

• 平成28年度
人材育成検討部会委員の県主催研修への参画及び国指導者研修への
派遣

• 平成29年度
人材育成検討部会委員による各地域における人材育成
⇒将来的に県全体のｽｰﾊﾟｰﾊﾞｲｻﾞｰや圏域ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰとしての活動へ

※上記の動きと並行して、３年間で人材育成ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ（人材育成検討部会委員
の選定や認定の基準、評価基準等をまとめたもの）の作成を目指します。ﾋﾞｼﾞｮ
ﾝ自体についても評価、検討を行い、定期的にﾊﾞｰｼﾞｮﾝｱｯﾌﾟさせていきます。 25

※（ ）は年度末の実績

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

人材育成検討
部会参加メン
バー（人）

５０
（50）

５６
（59）

６２ ６８

県ﾌｧｼﾘﾃｰﾀｰ研
修修了者数
（人）

３２
（32）

４０
（46）

５５ ６８

当事者支援プ
ロジェクトの
実施回数（回
/年）

６
（6）

８
（11）

１０ １２

26

◎人材育成ビジョン評価指標



研修・会議名 期間 日付 参加者人数

相談支援従事者初任者研修
（サビ管要件のための講義部分）

2日 7月19・20日 306

相談支援従事者初任者研修（講義・演習） 6日
講義 7月19・20日

演習 7月27・28日、8月3・4日
93

研修・会議名 期間 日付 参加者人数

専門コース別研修(ﾌｧｼﾘﾃｰｼｮﾝ・指導者研修) PM 6月30日 16

専門コース別研修（障がい児支援） 1日 9月20日 57

研修・会議名 期間 日付 参加者人数

相談支援従事者現任研修 3日 9月27・28・29日 85

研修・会議名 期間 日付 参加者人数

サービス管理責任者研修（共通講義） 1日 11月2日 307

介護分野 2日 11月9・10日 74

地域生活（知・精）分野 2日 11月16・17日 52

児童発達支援管理責任者研修 2日 11月30、12月1日 65

就労分野 2日 12月8・9日 78

児童発達支援管理責任者研修[追加] 2日 2月22・23日

身体分野 - - -

研修・会議名 期間 日付 参加者人数

第1回人材育成検討部会運営委員会 3回 4月7日、8月30日、10月27日 23

相談支援従事者研修企画ＷＧ 5回
5月17日、7月7日、

7月21日、8月15日、9月13日
46

第１回人材育成検討部会拡大会議 3回 5月23日、10月4日、10月27日 78

専門コース別研修(第1回障がい児)ＷＧ 2回 8月8日、9月1日 11

サービス管理責任者研修ＷＧ（介護分野） 1回 8月31日 6

サービス管理責任者研修ＷＧ（児童分野） 2回 11月6日、1月24日 15

サービス管理責任者研修ＷＧ（就労分野） 1回 11月8日 5

研修・会議名 期間 日付 参加者人数

障害当事者支援プロジェクト 10回

4月13日、5月19日、6月20日、
7月6日、8月24日、9月21日、

10月25日、11月28日、12月20日、
1月25日

91

障害当事者プロジェクト（地域開催） 2回
9月6日（ｲｰｴｽｸﾚﾖﾝ）

11月18日（八野生活介護ｾﾝﾀｰ）
10

平成29年度 研修会・会議開催実績資料３ 
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報告 

個別課題別会議の取組状況について 

精神障がい者地域移行・地域定着推進連絡会 

 

 

 

 

 

 



精神障がい者地域移行・地域定着推進連絡会開催概要 

【第１回】 

  日時：平成２９年８月２４日（木）  場所：三重県津庁舎第６４会議室 
  議事および主な意見： 
   （１）国・県の動向「精神障害にも対応した地域包括ケアシステムについて」 
     ・精神障害にも対応した地域包括ケアシステムを進めるにあたり、市町役場内 
     の関係部署の連携などが課題である。 
     ・高齢者の地域包括ケアシステムは中学校区単位、精神障がい者は障害保健 
     福祉圏域または市町単位であり、連携に課題が生じる。 
     ・システム構築にあたり、現在取り組んでいる地域移行等の取組みをどう取り入 
     れるかが重要である。 
   （２）平成２９年度の各圏域の取り組み状況 
     ・精神障がい者に対応ホームヘルプできる事業所を５０％以上に増やす取組 
     みを進めている。（四日市） 
     ・民生委員へのアンケートで、精神障がい者への理解が希薄であることがわ 
     かったので、理解を促す取組みを進める予定。（熊野） 
   （３）平成２９年度精神保健福祉研修について 
     ・退院後生活環境相談員のスキルアップのための研修などを行う。 
   （４）県の取組み（ピアネットカフェなど）の紹介 

 
【第２回】 
   日時：平成３０年１月２３日（火）  場所：三重県津庁舎第６４会議室 
  議事および主な意見： 
   （１）「高齢者における地域包括ケアシステムについて」  県長寿介護課 
   （２）「精神障害にも対応した地域包括ケアシステムについて」 県障がい福祉課 
   （３）県内の取組み報告 
     《四日市圏域》 
      ・障害者相談支援事業所と地域包括支援センターとの連携を模索している。 
      ・精神障害にも対応した地域包括ケアシステム構築には、地域住民の理解 
      が必須であるため、啓発イベントなどを実施している。 
     《松阪圏域》 
      ・保健所主催の精神保健福祉連絡会、自立支援協議会地域移行支援部会 
      を両軸に取組みを進めている。 
      ・精神保健福祉連絡会では、精神科病院の見学会、事例検討会を行った。 
      ・協議を進める中で、精神科病院へ入院中の患者が、外泊時にホームヘル 
      プが体験できる仕組みが、同圏域にはないことがわかった。三重県でも一部 
      圏域で市単独事業として実施されているだけ。事業化を進めて欲しい。 

 
 











～精神障がい者の啓発・エンパワメント 今後は！ 

 ＰＮＣ（ピンク：県内当事者のネットワーク）結成 
 

  県内の当事者グループを訪問し、情報 
 交換などのピアカフェを開催しています。 
 

  平成２９年度は、鈴鹿、伊賀などで、ピアカフェ  
  を開催。平成３０年度は開催地域を拡げます。 

 「笑い」と「ピア」をテーマにした啓発 
 

  〇第４回お笑いこころサミット開催 
  〇お笑い芸人のピアカフェ参加 
  〇高校等での啓発パフォーマンス 
    H28 白山高校  H29 桑名北高校 
  〇新たなこころのバリアフリー大使委嘱？ 
    １号 松本ハウス  ２号 露の眞  



精神障がい当事者による 

ピアネットカフェ（通称：PNC（ピンク））について 

 

■概要 

1. 目的 

県内で活動する（精神障がい）ピアサポーターが集い互いの活動を紹介し、交流を図

ることを通じて、ピアサポーター活動の進展や資質向上を目的とする。 

 

2. 活動内容 

(ア) 会議 

議題：県内精神障がいピアサポーターの交流会ピアネットカフェ（以下 PNC）の内

容検討及びお笑いこころサミット（1回／年）のイベント内容の協議 

頻度：1回／月 ～ 1回／2か月 

 場所：津庁舎 

(イ) 交流・研修会 

県内、各圏域を巡回し４～３か月に 1 回開催。平成 29 年度は、鈴鹿亀山圏域に

て 2回（6月、11月）伊賀圏域にて 1回、津圏域にて 1回（3月予定）開催。 

 参加者は、各圏域で活動するピアサポーターを中心に、PNC開催地周辺でピアサ

ポーター活動に関心のある当事者の参加を募る。 

 毎回、2部構成とし、1部では、精神障がい者ピアサポーターの体験談発表、2部

ではカフェ方式で当事者同士での話し合いを持つ形式をとっている。 

 

3. 現在の参加ピアサポーター 

・鈴鹿・亀山圏域、津圏域、伊賀圏域のピアサポーターが参加。 

・事業所に所属しない、ピアサポーター養成講座を修了した当事者も 2名参加有。 

※平成 29 年度精神障害にも対応した地域包括ケアシステム構築事業受託事業所で活動

しているピアサポーターの参加有 

4. 支援者 

 県障がい福祉課精神保健福祉班、障害者相談支援センターや地域活動センターの精神

保健福祉職員（PSW等）等 

 

障がい福祉課精神保健福祉班 
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事務局連絡事項 



障がい者差別に関する相談に対応している相談窓口一覧 

 

【No】    【名称】 

 

●県関係 

１     三重県健康福祉部障がい福祉課 

２     三重県障害者相談支援センター(三重県障害者権利擁護センター) 

３     三重県人権センター 

４     三重県教育委員会の障がい者差別解消法に基づく相談窓口 

５     警察安全相談 

●国関係 

６     全国共通人権相談ダイヤル（みんなの 110 番） 

７     ハローワーク 

●市町関係 

８     市町の相談窓口一覧≪※参考:所在図≫ 

●相談機関関係 

９     障がい者総合相談支援センターそういん 

10     障がい者総合相談支援センターそういん いなべ・東員分室 

11     障がい者総合相談支援センターくわな 

12     津地域障がい者就業・生活支援センター｢フラット｣ 

13     松阪･多気地域障がい者就業・生活支援センターＪマーベル 

14     伊勢志摩障害者就業・生活支援センターブレス 

15     伊賀圏域障がい者就業・生活支援センタージョブサポートハオ 

16     紀北地域障がい者就業・生活支援センター結 

17     紀南地域障がい者就業・生活支援センターColors 

●障がい者団体関係 

18     公益社団法人三重県障害者団体連合会事務局 

19     一般財団法人三重県知的障害者育成会 

20     三重県精神保健福祉会の家族による家族相談 

21     三重県視覚障害者支援センター生活相談 

22     三重県聴覚障害者支援センター相談窓口 

23     三重県難病相談支援センター 

●その他の団体関係 

24     三重県弁護士会法律相談センター 

25     三重県福祉サービス運営適正化委員会 

26     日本労働組合総連合会三重県連合会 

27     ブルーム 

28     特定非営利活動法人伊勢志摩バリアフリーツアーセンター 

 

 

注)この相談窓口一覧表には、障害者差別解消法に基づく相談窓口だけでなく、障がい者差

別に関する相談にも対応している相談窓口を含めています。 



●県関係

No，１

名称

所在地

設置運営主体

連絡先 TEL 059-224-2274 FAX 059-228-2085 MAIL  shoho@pref.mie.jp

相談日・相談時間

相談の範囲・種別

障がいを理由とする差別
に関する相談への対応

その他

No，２

名称

所在地

設置運営主体

連絡先 TEL 059-232-7533 FAX 059-231-0687 MAIL shogaic@pref.mie.jp

相談日・相談時間

相談の範囲・種別

障がいを理由とする差別
に関する相談への対応

その他

No，３

名称

所在地

設置運営主体

連絡先 TEL 059-233-5500
(相談専用電話）

FAX 059-233-5511 MAIL

相談日・相談時間

相談の範囲・種別

障がいを理由とする差別
に関する相談への対応

その他

障がい者虐待及び障がいを理由とする差別に関する相談。

三重県健康福祉部障がい福祉課

津市広明町13

三重県

月曜日から金曜日まで（祝日、12月29日から1月3日までを除く） 8：30から17：15まで

障がいを理由とする差別に関する相談。

三重県障がい者差別解消支援協議会の事務局を担っています。

三重県障害者相談支援センター（三重県障害者権利擁護センター）

津市一身田大古曽670-2

三重県

月曜日から金曜日まで（祝日、12月29日から1月3日までを除く） 8：30から17：15まで

相談は無料。 来所される場合はなるべく事前に電話等でご連絡ください。

三重県人権センター

津市一身田大古曽693-1

三重県

①相談員による電話相談・・・月曜日から金曜日まで（祝日、12月29日から1月3日までを除く） 9：00から17：00まで
②相談員による面接相談・・・月曜日から金曜日まで（祝日、12月29日から1月3日までを除く） 9：00から17：00まで
③法律相談（予約制）・・・・・・毎月第3水曜日 13：00から16：00まで

人権問題でお悩みの方に、助言や専門機関の紹介などを行い、相談者の自主的な解決を支援します。
面接及び電話相談を行うとともに、弁護士による法律相談（予約制）を実施しています。

相談者の訴えを傾聴し「障がいを理由とする差別」と思われる案件は、専門相談機関へ繋ぎます。

相談は無料。法律相談は予約が必要です。



No，４

名称

所在地

設置運営主体

連絡先 TEL 059-224-2745 FAX 059-224-3023 MAIL jinkyoui@pref.mie.jp

相談日・相談時間

相談の範囲・種別

障がいを理由とする差別
に関する相談への対応

その他

No，５

名称

所在地

設置運営主体

連絡先 TEL
♯9110 又は
059-224-9110

FAX
059-222-0110
（内線2919）

MAIL  soudanshitsu@police.pref.mie.jp

相談日・相談時間

相談の範囲・種別

障がいを理由とする差別
に関する相談への対応

その他

三重県教育委員会

三重県教育委員会の障害者差別解消法に基づく相談窓口

津市広明町13

月曜日から金曜日まで（祝日、12月29日から1月3日までを除く） 8：30から17：15まで

学校教育分野における職員による障がいを理由とする差別に関する相談。

相談には、電話、ファックス、電子メールのほか、障がい者が他人とコミュニケーションを図る際に必要となる
手段を、可能な範囲で用意して対応します。

警察安全相談

相談は無料。事前予約不要。相談窓口は、県内各警察署警務課にも設置しています。

津市栄町1丁目100番地

三重県警察本部

月曜日から金曜日まで（祝日、12月29日から1月3日までを除く） 9：00から17：00まで

  緊急の事件や事故以外・生活の安全等に関する幅広い相談や要望

上記の相談の範囲に含まれています。



●国関係

No，６

名称

所在地

設置運営主体

連絡先 TEL 0570-003-003 FAX MAIL
「インターネット人権相談」制度あり。
法務省人権擁護局フロントページから
相談可能。

相談日・相談時間

相談の範囲・種別

障がいを理由とする差別
に関する相談への対応

その他

No，７

名称

所在地

設置運営主体

連絡先 TEL

①0594-22-5141
②059-353-5566
③059-382-8609
④059-228-9161
⑤0598-51-0860
⑥0596-27-8609
⑦0595-21-3221
⑧0597-22-0327
⑨0597-89-5351

FAX

①0594-23-2604
②059-354-1921
③059-383-5594
④059-223-2395
⑤0598-50-4186
⑥0596-27-1384
⑦0595-24-2989
⑧0597-23-2664
⑨0597-89-5369

MAIL

相談日・相談時間

相談の範囲・種別

障がいを理由とする差別
に関する相談への対応

その他

月曜日から金曜日まで（祝日、12月29日から1月3日までを除く） 8：30から17：15まで

障がいに基づく差別のうち就労に関する部分。

全国共通人権相談ダイヤル(みんなの人権110番）

全国の法務局・地方法務局及びその支局

法務省人権擁護局

電話相談の受付時間：月曜日から金曜日まで（祝日、12月29日から1月3日までを除く） 8：30から17：15まで

虐待やいやがらせ、差別等さまざまな人権問題に関する電話での相談を受け付けています。

対応しています。

①全国一斉「高齢者・障害者の人権あんしん強化週間」 （平成29年度は9月4日(月）から10日(日）まで）
を実施しています。

②法務局及びその支局では、窓口において面接による相談も実施しています。

就労に関する部分について、相談及び差別の申出の受理。

①ハローワーク桑名
②ハローワーク四日市
③ハローワーク鈴鹿
④ハローワーク津
⑤ハローワーク松阪
⑥ハローワーク伊勢
⑦ハローワーク伊賀
⑧ハローワーク尾鷲
⑨ハローワーク熊野

①桑名市桑栄町１－２ サンファーレ北館１階
②四日市市本町３－95
③鈴鹿市神戸9-13-3
④津市島崎町327-1
⑤松阪市高町493-6 松阪合同庁舎
⑥伊勢市岡本1-1-17
⑦伊賀市四十九町3074-2
⑧尾鷲市林町2-35
⑨熊野市井戸町赤坂739-3

厚生労働省







●相談機関関係

No，９

名称

所在地

設置運営主体

連絡先 TEL 0594-27-7188 FAX 0594-24-6777 MAIL souin@rhythm.ocn.ne.jp

相談日・相談時間

相談の範囲・種別

障がいを理由とする差別
に関する相談への対応

その他

No，10

名称

所在地

設置運営主体

連絡先 TEL
①0594-27-7188
②0594-88-1665 FAX

①0594-24-6777
②0594-88-1666 MAIL souin@rhythm.ocn.ne.jp

相談日・相談時間

相談の範囲・種別

障がいを理由とする差別
に関する相談への対応

その他

No，11

名称

所在地

設置運営主体

連絡先 TEL 0594-87-7490 FAX 0594-87-7491 MAIL kuwana@hokusei-hospital.jp

相談日・相談時間

相談の範囲・種別

障がいを理由とする差別
に関する相談への対応

その他

身体・知的・精神の3障害の総合相談窓口。

障がい者総合相談支援センターそういん

桑名市寿町1丁目11番地

医療法人北勢会

毎日 (12月30日から1月3日を除く) 8：30から17：00まで
※営業時間外は、緊急相談のみの受付となります。

身体・知的・精神の3障害の総合相談窓口。

相談に対して各種関係機関と連携を図りながら対応します。

相談は無料。まず、電話にて相談してください。

障がい者総合相談支援センターそういん いなべ・東員分室

いなべ市大安町大井田2705 いなべ市役所大安庁舎内

医療法人北勢会

月曜日から金曜日まで（祝日、12月29日から1月3日までを除く） 8：30から17：00まで

相談に対して各種関係機関と連携を図りながら対応します。

相談は無料。まず、電話にて相談してください。

障害者総合相談支援センターくわな

桑名市寿町1丁目11番地（2階）

医療法人北勢会（※センターの設置主体は桑名市）

毎日 (12月30日から1月3日を除く）8：30から17：00まで
※営業時間外は、緊急相談のみの受付となります。

身体・知的・精神の3障害の総合相談窓口。

相談に対して各種関係機関と連携を図りながら対応します。

相談は無料。まず、電話にて相談してください。



No，12

名称

所在地

設置運営主体

連絡先 TEL  059-229-1380 FAX  059-229-1382 MAIL  tsu-soudan@true.ocn.ne.jp

相談日・相談時間

相談の範囲・種別

障がいを理由とする差別
に関する相談への対応

その他

No，13

名称

所在地

設置運営主体

連絡先 TEL   0598-20-8680 FAX   0598-20-8681 MAIL   j-marbell@matthias.jp

相談日・相談時間

相談の範囲・種別

障がいを理由とする差別
に関する相談への対応

その他

No，14

名称

所在地

設置運営主体

連絡先 TEL  0596-20-6525 FAX  0596-20-6535 MAIL   breath＠mie-saibi.or.jp

相談日・相談時間

相談の範囲・種別

障がいを理由とする差別
に関する相談への対応

その他

  社会福祉法人聖マッテヤ会

   月曜日から金曜日まで（祝日、12月29日から1月3日までを除く） 9：00から17：00まで

  社会福祉法人聖マッテヤ会

  津地域障がい者就業・生活支援センター「ふらっと」

  津市大門7-15 津センターパレス3階

月曜日から金曜日まで（祝日、12月29日から1月3日までを除く） 9：00から17：00まで

  就労に関する相談、就労に伴う生活相談等。

就労に関する相談や就労に伴う生活相談の過程で、差別に関する相談がなされた場合には、
関係機関と連携し対応します。また、必要に応じて専門機関に繋ぎます。

   松阪・多気地域障がい者就業・生活支援センターJマーベル

   三重県松阪市京町508-1 101ビル 4階

   就労に関する相談、就労に伴う生活相談等

就労に関する相談や就労に伴う生活相談の過程で、差別に関する相談がなされた場合には、
関係機関と連携し対応します。また、必要に応じて専門機関に繋ぎます。

   受け付けた相談については、県の適切な窓口に報告します。.

   伊勢志摩障害者就業・生活支援センターブレス

   伊勢市岩渕2丁目4-9 

   社会福祉法人三重済美学院

   月曜日から金曜日まで（祝日、12月29日から1月3日までを除く） 8：30から17：30まで

   障害者の就労と、それにかかる生活相談。



No，15

名称

所在地

設置運営主体

連絡先 TEL 0595-65-7710 FAX 0595-65-7710 MAIL hao@n-ikuseien.jp

相談日・相談時間

相談の範囲・種別

障がいを理由とする差別
に関する相談への対応

その他

No，16

名称

所在地

設置運営主体

連絡先 TEL  0597-37-4011 FAX  0597-22-3402 MAIL  yui.oshigoto-shien@owasewel.com

相談日・相談時間

相談の範囲・種別

障がいを理由とする差別
に関する相談への対応

その他

No，17

名称

所在地

設置運営主体

連絡先 TEL   0597-85-4500 FAX   0597-85-4500 MAIL  center-assist01@ray.ocn.ne.jp

相談日・相談時間

相談の範囲・種別

障がいを理由とする差別
に関する相談への対応

その他

  月曜日から土曜日まで（祝日、12月29日から1月3日までを除く） 8：30から17：15まで

身体、知的、精神の３障害の就労、生活に関する相談。

  紀北地域障がい者就業・生活支援センター結

伊賀圏域障がい者就業・生活支援センタージョブサポートハオ

名張市西原町2625番地

社会福祉法人名張育成会

  月曜日から金曜日まで（祝日、12月29日から1月3日までを除く） 8：30から17：15まで

障がいのある方の就業及び生活に係る相談支援。

相談に対して各関係機関と連携を図りながら対応します。

相談は無料。まず、電話にて相談してください。

上記相談の過程で差別に関する相談がなされた場合には、各種関係機関と連携を図りながら
   対応していきます。

相談は無料。まずはお電話下さい。訪問・来所による相談の場合は要予約。

  紀南地域障がい者就業・生活支援センターColors

  三重県熊野市井戸町383

  社会福祉法人熊野市社会福祉協議会

相談は無料。電話相談営業時間内であればいつでも対応。
来所、面接は事前に連絡いただい方がスムーズに相談いただけます。

上記相談の過程で差別に関する相談がなされた場合には、各種関係機関と連携を図りながら
   対応していきます。

  尾鷲市栄町5番5号

  社会福祉法人尾鷲市社会福祉協議会

  月曜日から金曜日まで（祝日、12月29日から1月3日までを除く） 8：30から17：15まで

  障がいのある方（身体、知的、精神、発達、難病等）で一般就労を希望する方や既に一般就労
  されている方 が対象。また、そのご家族や支援者、雇用されている事業所、今後雇用を考え
  ている事業所等からの相談にも応じます。



●障がい者団体関係

No，18 

名称

所在地

設置運営主体

連絡先 TEL 059-232-6803 FAX 059-231-7182 MAIL suishin.c@mie-kensinren.or.jp

相談日・相談時間

相談の範囲・種別

障がいを理由とする差別
に関する相談への対応

その他

No，19 

名称

所在地

設置運営主体

連絡先 TEL 059-225-3930 FAX 059-225-3935 MAIL oyanokai@eos.ocn.ne.jp

相談日・相談時間

相談の範囲・種別

障がいを理由とする差別
に関する相談への対応

その他

No，20

名称

所在地

設置運営主体

連絡先 TEL 059-271-5808 FAX 059-271-5808 MAIL sankaren@mint.or.jp

相談日・相談時間

相談の範囲・種別

障がいを理由とする差別
に関する相談への対応

その他

専門的な事案への対応は困難ですが、初期対応は行います。

相談は無料。

公益社団法人三重県障害者団体連合会事務局

津市一身田大古曽670-2

公益社団法人三重県障害者団体連合会

月曜日から金曜日まで（祝日、12月29日から1月3日までを除く）  9：00から17：00まで

障がい者に関すること一般。

三重県精神保健福祉会の家族による家族相談

津市桜橋3丁目446-34 三重県こころの健康センター内

特定非営利活動法人三重県精神保健福祉会

毎週火曜日・木曜日（祝日を除く） 10：00から16：00まで

精神障がい者を抱える家族の相談。

  病院または家族会につながっていない方が、思案の末に相談されるケースが多く、経験ある相談員が
相談に対応しています。また、専門機関の紹介もしています。

相談は無料。

一般財団法人三重県知的障害者育成会

津市阿漕町津興205番地2

一般財団法人三重県知的障害者育成会

月曜日から金曜日まで（祝日、お盆、12月29日から1月3日までを除く） 9：00から16：00まで

知的障がい者の生活・就労・権利擁護・教育などに関する困りごとや、知的障がい者の家族の困りごとに
関する相談

上記の相談の範囲に含まれています。

三重県知的障害者育成会で対応することが困難な相談の場合には、専門機関等を紹介します。



No，21

名称

所在地

設置運営主体

連絡先 TEL   059-228-3463 FAX  059-228-8425 MAIL  mieten@zc.ztv.ne.jp

相談日・相談時間

相談の範囲・種別

障がいを理由とする差別
に関する相談への対応

その他

No，22

名称

所在地

設置運営主体

連絡先 TEL 059-223-3302 FAX 059-223-3301 MAIL counseling.deafmie@gmail.com

相談日・相談時間

相談の範囲・種別

障がいを理由とする差別
に関する相談への対応

その他

No，23

名称

所在地

設置運営主体

連絡先 TEL
  059-223-5035
               5063

FAX  059-223-5064 MAIL  Mie-nanbyo@comet.ocn.ne.jp

相談日・相談時間

相談の範囲・種別

障がいを理由とする差別
に関する相談への対応

その他 相談は無料。来所での相談は、事前に電話で連絡してくださいますようご協力ください。

三重県難病相談支援センター

津市桜橋3丁目446-34

特定非営利活動法人三重難病連（※センターの設置主体は三重県）

月曜日から金曜日まで（祝日、12月29日から1月3日までを除く） 10：00から16：00まで

難病全般。

対面での相談の場合は事前予約が必要です。
障がい当事者だけではなく、地域や企業、福祉施設などからの相談も受け付けているので、
ぜひどんなことでも相談してほしいと考えています。

津市桜橋2丁目131 三重県社会福祉会館内

・聞こえの相談や聞こえない人への配慮方法
・日常生活上の相談（生活、コミュニケーション、メンタル面等）
・地域相談支援センター等と連携した相談支援
・聞こえないことを理由とした差別相談

一般社団法人三重県聴覚障害者協会（※センターの設置主体は三重県）

月曜日から金曜日まで（祝日、12月29日から1月3日までを除く） 8：30から17：00まで

対応しています。
企業からは、聞こえない人（利用者または社員等）への合理的配慮の方法について相談があれば、
その人の聞こえやコミュニケーション方法を確認し、対応方法や支援機器の紹介を行っています。
障がい当事者からの相談には、面談や、必要に応じて関係者へつないだり、訪問して支援を
行っています。
なお、相談窓口のアドレスへのメールは相談者の個人情報や守秘義務を守るため、相談担当者しか
見ることができないようにしています。

三重県聴覚障害者支援センター 相談窓口

  生活相談対応時に、障がいを理由に差別に関する相談が付随的にあった場合には、
  相談室で引き続き話を聞くとともに、適切な関係機関等の紹介等を行います。

相談は無料。

三重県視覚障害者支援センター生活相談

津市桜橋2丁目131 三重県社会福祉会館内

社会福祉法人三重県視覚障害者協会（※センターの設置主体は三重県）

・月曜日から金曜日まで（祝日、12月29日から1月3日までを除く） 8：45から17：00まで
・事前予約制の相談：毎月第1水曜日9:00から12:20まで、毎月第3土曜日10:00から15:30まで

視覚に障がいのある方の地域生活の支援に関する業務として、生活相談を実施しています。
視覚障がい者の生活等に必要な相談に応じるとともに、個別的又は集団的に必要な助言又は
指導を、電話又は面談にて行っています。



●その他の団体関係

No，24

名称

所在地

設置運営主体

連絡先 TEL
①059-222-5957
②059-352-1756

FAX MAIL

相談日・相談時間

相談の範囲・種別

障がいを理由とする差別
に関する相談への対応

その他

No，25

名称

所在地

設置運営主体

連絡先 TEL  059-224-8111 FAX  059-213-1222 MAIL  ansin@miewel.or.jp

相談日・相談時間

相談の範囲・種別

障がいを理由とする差別
に関する相談への対応

その他

No，26

名称

所在地

設置運営主体

連絡先 TEL
「なんでも相談ダイヤル」

0120-154-052
【相談無料】

FAX 059-223-3633 MAIL info@mie.jtuc-rengo.jp

相談日・相談時間

相談の範囲・種別

障がいを理由とする差別
に関する相談への対応

その他

  社会福祉法第2条に規定する社会福祉事業において提供される福祉サービスの利用に
関する苦情に対応しています。

三重弁護士会法律相談センター

①津市中央3番23号 ②四日市市三栄町2-11三栄ビル2階

三重弁護士会

月曜日から金曜日まで（祝日、12月28日から1月4日までを除く） 13：00から16：00まで(一人30分）

法的トラブルであればどの分野でも相談可能です。

対応しています。

電話での予約が必要です（予約制）。一人30分5,000円の有料相談です。

  三重県福祉サービス運営適正化委員会

  津市桜橋2丁目131 三重県社会福祉会館内

  社会福祉法人 三重県社会福祉協議会

  月曜日から金曜日まで（祝日、12月29日から1月3日までを除く） 9：00から17：00まで

  差別に関する内容を含む苦情相談も受け付け、解決に向けて申出者への助言や事業所
への申入れ等を行います。

相談は無料。

日本労働組合総連合会三重県連合会

津市栄町1-891 三重県勤労者福祉会館内

日本労働組合総連合会三重県連合会

月曜日から金曜日まで（祝日、12月29日から1月4日までを除く） 10：00から17：00まで

「なんでも相談ダイヤル」は、県内で働く未組織労働者や非正規労働者の身近な拠り所
として開設しています。

働く者の立場から、雇用・就労に係る差別に関する相談全般に対応しています。
障がいを理由とする差別に関する相談にも対等しています。

相談は無料。



No，27

名称

所在地

設置運営主体

連絡先 TEL 059-329-5657 FAX 059-329-5658 MAIL bloom@blooming.or.jp

相談日・相談時間

相談の範囲・種別

障がいを理由とする差別
に関する相談への対応

その他

No，28

名称

所在地

運営主体

連絡先 TEL 0599-21-0550 FAX 0599-21-0585 MAIL iseshima@barifuri.com

相談日・相談時間

相談の範囲・種別

障がいを理由とする差
別

に関する相談への対応

その他

社会福祉法人四日市福祉会

ブルーム

四日市市別名3丁目2-12

月曜日から金曜日まで（祝日、12月29日から1月3日までを除く） 8：00から18：00まで

・主に知的障害児者およびその家族が対象
・福祉サービスを利用するための情報提供、相談
・社会資源を活用するための支援
・社会生活力を高めるための支援
・専門機関の紹介 等

特段、差別に関する相談を行っているわけではないが、学校や福祉サービス利用時などにおいて
対応等の調整をすることがあります。

相談は無料。電話での相談は相談時間内であれば随時対応。来所の場合は予約が必要。

  特定非営利活動法人伊勢志摩バリアフリーツアーセンター

・ メールや電話などで無料相談受付は、営業時間内ならいつでも対応可能。
・ 面談によるご相談は要予約。また、事業所や行政からの相談は有料の場合あり。
・ 障害者差別解消法についての講演や講習の講師の派遣(有償)の実施。

鳥羽市鳥羽一丁目2383-13 鳥羽1番街１F

特定非営利活動法人伊勢志摩バリアフリーツアーセンター

開設時間は9:00時から17：30まで（季節により変更あり）。定休日は木曜日（繁忙期は無休）。

・ 全国からのバリアフリー旅行に対する相談窓口開設。
・ バリアフリー改修についてのアドバイス。
・ 県内外の観光事業所、行政からも、様々な相談あり。
・ 障害者の観光客が観光施設や宿泊施設、飲食店から受けた差別（拒否事例など）の相談とそれらの対応。

・ 障がい当事者やその家族などからの相談に対応、聞き取りの実施。
・ 三重県内の観光事業者からの相談、対処法についてのアドバイス、従業員講習などを実施。
・ 行政などからの相談への対応。

※特長：バリアフリー旅行相談業務により蓄積された情報や経験から、現実に即した具体的なアドバイスが可能。



 

 

１ 大会内容 

（１）大会名  BISFed 2018 Ise Boccia Regional Open 

（２）主要日程 平成30年3月16日（金）開会式 

        同月17日（土）～21日（水･祝）競技 

（３）会場   三重県営サンアリーナ（伊勢市朝熊町字鴨谷4383−4） 

（４）規模   Regional Open Event（アジア・オセアニア地区のオープン大会） 

        選手約80名 関係者含む計約300人（約10か国・地域から参加見込） 

        ※アジア・オセアニア地区 17か国・地域 

         オーストラリア、バーレーン、中国、チャイニーズタイペイ、香港、 

         インド、イラン、イラク、日本、韓国、クウェート、マカオ、 

         マレーシア、ニュージーランド、シンガポール、タイ、ＵＡＥ 

（５）主催者 一般社団法人日本ボッチャ協会 

  ※ BISFed : Boccia International Sports Federation（国際ボッチャ競技連盟）  
 

２ 大会開催に向けた本県の役割 

 主催者である日本ボッチャ協会と協力し、広報や会場での支援を行います。 

 ・宿泊施設への協力依頼 

 ・交通関係事業者への協力依頼 

 ・外国語通訳者への協力依頼 

 ・ボランティアの募集 

 ・ボッチャの普及・啓発や県民への理解の促進、都市部でのＰＲの実施  

 
 

ボッチャ国際大会（アジア・オセアニア地区のオープン大会）の開催 


